
「開催報告」  平成 28年度中部支部総会、安全セミナーおよび懇親会 

 

平成 29年 3月 18日、名古屋栄の中日パレスにおいて、操縦士協会中部支部の平成 28年度総会が開催されました。 
総会では、28年度の活動報告、会計報告と委員交代、29年度の活動計画が発表されました。引き続き、安全セミナー、懇
親会が開催され、多くの参加者で賑わいました。 
 

以下、その模様を報告いたします。 
 

「中部支部総会」 14:00～14:30 
※  議事内容については、3月 3日の中部支部役員会において、すでに承認されたものです。 

  

 
協会本部 菅生副会長 

 
活動報告 ： 原 支部長 

  
１、 協会本部挨拶 菅生副会長 
最近は残念ながら小型機の事故が多く憂慮している。事故撲滅に向けて活動していく。 
(1) 事業として、TEM/CRM、SRM講習会を定期開催するので、ぜひ利用してほしい。 
(2) JAPA の組織運営について、 
代議員制度の導入につき、6月の総会で定款の変更を提案する。 

  



２、総会議事 
(1) 平成 28年度活動実績報告 原 支部長 

航空安全講習会、航空教室(Yes I Can)、支部長会議、支部役員会などの活動報告。名古屋空港の管制交流
会は好評で、来年度も行っていきたい。 

(2) 平成 28年度大臣表彰、局長表彰 
該当者なし 

(3) 支部活動収支報告 原 支部長 
適切に管理されている旨、報告。 

(4) 平成 29年度支部役員紹介 
理   事 林  晃一 ： 川崎重工（株）   
支 部 長 原    稔 ： 中日本航空(株)   
副支部長 具志 賢治 ： 名古屋市消防航空隊   
支部委員 青木 富男 ： （株）セコインターナショナル   
支部委員 吉田 善彦 ： 名古屋空港自家用機協議会   
支部委員 木島 浩一 ： 三菱重工（株）   
支部委員 柴原  悠 ： 新日本ヘリコプター（株）  
支部委員 飯干 亮一 ： 川崎重工（株）  
支部委員 松尾  学 ： 中日本航空（株）  
支部委員 野口 義博 ： 自家用   
支部委員 喜久生 隆太 ： 朝日航洋（株） 野寺 芳成氏から交代 

      以上 11名 
      ※ 長年、支部委員、副支部長を務めていただいた中里氏は退任されます。 

(4) 平成 29年度活動予定 原 支部長 
平成 28年度並みに加え、航空安全講習会の開催について、協会本部と調整中。 

   (5) 質疑応答 
特になし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



「安全セミナー」 15:00～16:30 
  
 総会に引き続いて安全セミナーが開催され、名古屋地区では皆さんおなじみの航空身体検査医、後藤直史先生による、「飛
行と健康管理」と題する講演があり、約 40名の参加者は興味深く聞き入りました。 
  

  

「飛行と健康管理」 航空身体検査医 後藤直史氏 
  

 航空身体検査医であり、自身も自家用パイロットである後藤先生より、健康管理や身体検査基準、航空法との関係などに
ついて、わかりやすく、詳細にお話しいただきました。 
・アルコール、たばこの影響 
・医薬品使用の指針 
・高血圧 
・加齢について 
など、多くの項目についてのお話がありましたが、特に、市販薬の使用に関す留意点や、加齢に伴う疾患などについての解

説には特に関心が高かったようです。 
自分の健康管理に関して、担当の航空身体検査医に相談するというのは、証明書の失効を恐れてなかなかハードルが高

いもの。今回、パイロットの立場に立って忌憚無い解説をしていただいた後藤先生の講演は大変貴重なものとなりました。 
  

なお、講演に引き続き、原支部長より、小型機の航空事故に関する注意喚起の資料が紹介されました。 
航空局殿の許可を得て、以下に公開させていただきます。 

 
「危険！VFRでの雲中飛行」 

「小型機航空事故多発／搭乗する航空機の航空保険を確認していますか」 

http://www.japa-shibu.jp/tyuubu/report/soukai28/001020880.pdf
http://www.japa-shibu.jp/tyuubu/report/soukai28/001113896.pdf


  

 

  

 

  
安全セミナーののち、17:00 より懇親会が行われ、JAPA菅生副会長や、セミナー講師・後藤先生を囲んで、セミナーの延長
戦？場外乱闘？を含め、時間いっぱいまで親交を深められました。 

  

 


